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2021年度第2四半期決算サマリー
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上期
実績

・全地域で、自動車生産回復により前年比増収増益。

・後半期、半導体を含む部品不足や東南アジアを中心とした
新型コロナ感染再拡大の影響による急激な生産台数の減少
により、前回公表値から売上・利益共に大きく減少。

下期
見通し

株主
還元

・中間配当は6円、期末配当は7円を計画

・半導体不足等の解消が見通せず、自動車の生産挽回が
不透明であることから前回公表値から業績を下方修正。

・厳しい事業環境下にあっても、加速する脱炭素に向けた
社会や顧客ニーズへの取り組みを強化し、中期経営計画
（YSP2023）を1つ１つ着実に進める。
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2021年度上期連結決算概要（前年同期比）

2020年度
上期

2021年度
上期

前年同期比
2021年度
上期予想(前回)

※2

直近
予想比

売 上 高 43,930 60,049 +36.7% 64,000 △6.2％

営 業 利 益 △4,160 277 ー 850 △67.4％

経 常 利 益 △3,615 307 ー 900 △65.8％

当 期 純 利 益 ※ 1 △3,234 △129 ー 250 ー

※1 親会社株主に帰属する当期純利益

 売上高 自動車産業の需要回復により増収
 営業利益 増収効果と固定費圧縮効果により黒字転換
 経常利益 増益に加え、雇用調整助成金により黒字幅拡大
 当期純利益 法人税等の計上により損失となるものの、前年同期比では大幅改善

※2 2021年8月5日時点予想値

2020年度
A

2021年度
B

増減額
B-A

増減率

一株当たり当期純利益 △135円40銭 △5円41銭 ＋129円99銭 ー

連結取り込みレート 108円23銭 / $ 107円82銭 / $ △41銭 / $ △0.4%

単位：百万円
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※ ルノー・三菱向け売上含む

ホンダ

ホンダ

トヨタ

トヨタ

60,049

43,930

+1,193
（+41.8％）

+1,975
（+25.1％）

+10,069
（+37.3％）

得意先 2020年度 (%) 2021年度 (%)

日産 Gr 26,996 61.5% 37,065 61.7%

ホンダ  Gr 7,857 17.9% 9,832 16.4%

トヨタ  Gr 2,856 6.5% 4,049 6.7%

いすゞ 1,710 3.9% 2,603 4.3%

マツダ 1,091 2.5% 1,436 2.4%

クボタ 873 2.0% 1,379 2.3%

Daimler 361 0.8% 949 1.6%

VW 530 1.2% 825 1.4%

スズキ 417 0.9% 676 1.1%

その他 1,239 2.8% 1,235 2.1%

合計 43,930 100.0% 60,049 100.0%

※

6

需要回復により全得意先で増収
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1,167 

384 43 

277 

△ 5,000

△ 4,000

△ 3,000

△ 2,000

△ 1,000

0
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2,000

金型設備
連結

調整等

減価償却費

為替換算
影響

売上増

連結営業利益の増減要因分析（20年上期 対 21年上期）

新型コロナからの回復に伴う売上増加と償却費の減少、
合理化の積み上げを着実に実行し、前年の赤字から黒字を確保

2020上期
実績

2021上期
実績

合理化

単位：百万円

7

営業利益(+4,437）
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△4,160

2,929

1,332

△970

△448

コロナ
特損振替

△ 1,165
△ 2,091

△ 739
△ 121 △ 546

730

△ 4,000

△ 2,000

0

2,000

地域別売上高・営業利益 連結調整前（20年上期 対 21年上期)

単位：百万円

◆売上高

◆営業利益

15,233 16,922 16,346
16,396

23,666 22,522

0

20,000

40,000

20年度 21年度 20年度 21年度 20年度 21年度

20年度 21年度 20年度 21年度 20年度 21年度

単位：百万円

+1,163
+7.6％

+6,744
+39.9％

+6,176
+37.8％

+1,044
--％

+1,545
--％

+1,469
--％

増減額
増減率

新型コロナ影響を大きく受けた前年同期に比べて全セグメントで増収
 日本 損失も部品売上・ロイヤルティ収入増加により大幅改善
 米州 需要回復効果に加え、米国・メキシコでの改善により損失額大幅縮小
 アジア 主に中国の需要回復などにより赤字から黒字へ転換
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日本 米州 アジア
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財務状況 2021年9月期

NET有利子負債・NET DEﾚｼｵは大きく減少しながら、投資抑制でFCFはプラス

(単位：百万円）
2020年9月期

累計 A
2021年9月期

累計 B
前期比(B-A)

営業キャッシュフロー 6,491 10,669 ＋4,178 64.4%

投資キャッシュフロー △4,420 △3,902 ＋518 --

財務キャッシュフロー △904 △7,188 △6,284 --

(単位：百万円） 2021年3月末 A 2021年9月末 B 前期比(B-A)

自己資本 53,383 55,139 ＋1,756 3.3％

自己資本比率 39.6％ 41.3% -- --

有利子負債 44,769 39,821 △4,948 △11.1%

NET有利子負債 15,509 8,651 △6,858 △44.2%

総資産 134,723 133,468 △1,255 △0.9%

9

DEﾚｼｵ 0.84 0.72

NET
DEﾚｼｵ

0.29 0.16

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

流動負債 39,331 40,037 ＋706

固定負債 29,653 25,506 △4,147

負債合計 68,984 65,543 △3,441

株主資本 61,295 61,148 △147

その他の包括利益累計額 △7,912 △6,008 +1,904

非支配株主持分他 12,355 12,784 ＋429

純資産合計 65,738 67,924 +2,186

負債・純資産合計 134,723 133,468 △1,255

支払手形及び買掛金 △2,797
電子記録債務 +293
1年内返済予定の

長期借入金 △914

その他 +4,167

当期純利益 (△損失） △129
配当支払 △311
利益剰余金期首修正 ＋201

為替換算調整勘定 +1,883

2021年3月末
A

2021年9月末
B

増減
B-A

流動資産 63,721 62,589 △1,132

固定資産 71,001 70,878 △123

資産合計 134,723 133,468 △1,255

有形固定資産 △634
繰延税金資産 ＋328

長期借入金 △3,933

現預金 +1,910
受取手形及び売掛金 △4,520
棚卸資産 ＋1,889

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

(ご参考）連結貸借対照表の概要 2021年9月期

単位：百万円
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Q1実績 Q2実績 Q3予測 Q4予測

計画

実績・予測

主要顧客生産台数推移（Q単位）
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自動車生産台数の動向（21年度）

7762

8,700 8,653 8,506 

7,688 

世界自動車生産台数需要予測推移

21年１月
時点

21年4月
時点

21年7月
時点

20年
実績

21年10
月時点

単位：万台

出典：OICA
ﾏｰｸﾗｲﾝｽﾞ

21年年間（予測値）

約10％減

20年年間

20年11月時点 21年6月時点 21年9月時点 21年10月時点

主要顧客FY21生産台数推移（当社予測）

国内

海外

約11%減

23%減

4月-7月時点 ・半導体懸念から上期に減産調整あるも、下期での生産挽回により

通期では生産台数目標を確保する計画を堅持

8月-９月時点・東南アジアの新型コロナ感染再拡大も複合的に影響し

世界中で自動車生産が急減し週単位での頻繁な生産調整が発生

Q3（予測） ・環境の好転を期待するも10月以降も減産は続く状況

Q4（予測） ・依然として挽回計画が見通せない状況

(18%減) ｟6%減｠
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売上高 ：下期半導体不足等の減産影響で前期比６％増にとどまる見込み
営業利益 ：生産回復が弱い中でも、収益改善積上げにより大幅増益の見込み
経常利益 ：為替差損計上（前期差益）や雇調金減少により減益も営業利益とほぼ同額の見込み
当期純利益：前期減損計上での損失からは、大幅な改善で黒字の見込み

2020年度実績 2021年度予想 増減額 増減率

一株当たり当期純利益 △259円07銭 27円09銭 +286円16銭 ー

連結取り込みレート 106円76銭／＄ 108円50銭／＄ +1円74銭／＄ +1.6%

2020年度
実績

2021年度
予想

増減額 2021年度
通期予想

※2

増減額

売 上 高 118,863 126,000 +7,137 130,000 △4,000

営 業 利 益 377 1,260 +883 3,900 △2,640

経 常 利 益 1,449 1,240 △209 3,600 △2,360

当期純利益※1 △6,195 650 +6,845 1,800 △1,150

2021年度連結業績予想の概要
単位：百万円◆損益の状況（前期比）

※1 親会社株主に帰属する当期純利益
※2 2021年8月5日開示予想値

(前期比)

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

(＋6.0%)

(＋234.2%)

(△14.4%)
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得意先 2020年度 (%) 2021年度 (%)

日産 Gr 75,994 63.9% 77,040 61.1%

ホンダ Gr 20,070 16.9% 20,907 16.6%

トヨタ Gr 7,191 6.0% 8,500 6.7%

いすゞ 4,188 3.5% 5,117 4.1%

マツダ 2,855 2.4% 3,286 2.6%

クボタ 2,027 1.7% 3,001 2.4%

Daimler 1,539 1.3% 1,865 1.5%

ＶＷ 1,576 1.3% 1,779 1.4%

スズキ 1,068 0.9% 1,373 1.1%

その他 2,355 2.1% 3,132 2.5%

合計 118,863 100.0% 126,000 100.0%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2020年度実績 2021年度予測

連結得意先別売上高（20年実績 対 21年予想）

単位：百万円単位：百万円

日産
日産

ホンダ ホンダ

トヨタ トヨタ

+1,309
(+18.2%)

+837
（+4.17％）

+1,046 
（+1.4％）

※

118,863

126,000

14

 ホンダ、トヨタ向け始め全得意先の売上が増加
結果として日産向けの構成比が20年度より減少

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

※ ルノー・三菱向け売上含む
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1,260 
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減価償却費

為替換算
影響

金型設備

単位：百万円

2020年度
実績

2021年度
予想

連結営業利益の増減要因分析（20年実績 対 21年予想）

通年では売上回復での利益増加は見込めない中、
償却費など固定費減少と合理化積み上げにより大幅増益の見込み

15

営業利益(＋883)

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

△966

△678

△159

合理化

コロナ
特損振替

連結
調整等 売上増減

単位：百万円

◆売上高

◆営業利益

39,798 44,829 44,240 39,473 45,910 47,699 

0

50,000

100,000

20年度 21年度 20年度 21年度

1,136 

△ 2,502

1,407 825 

△ 930

1,038 

△ 5,000

0

5,000

単位：百万円

△325
△0.8％

+1,081
+2.4％

+3,459
+7.8％

△311
△27.4％

＋1,572
--

△369
△26.2％

20年度 21年度

20年度 21年度 20年度 21年度 20年度 21年度

増減額
増減率

 日本 金型売上の減少で減収、加えて下期の減産影響受け減益の見込み
 米州 実質減収の中、米国の改善と固定費の減少により、損失は大幅に改善の見込み
 アジア 中国での減産影響と新車立上費用等あり減益の見込み

地域別売上高・営業利益 連結調整前（20年実績 対 21年予想)

16© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

日本 米州 アジア
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設備投資と減価償却費

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

日本 米州 アジア

地域別減価償却費

0

5,000

10,000
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20,000

25,000

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

日本 米州 アジア

地域別設備投資

8,856

10,246

11,915 12,075 12,522

単位：百万円

7,219
6,666

20,013

15,451

11,216
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中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

連結業績目標（2023年度）

売上高 1,500億円
(2020年度 実績 1,188億円)

営業利益率 5.0%
(2020年度 実績 0.3%)

変化に強い健全経営を目指す

(1)ESG経営
•適正な生産能力レベルに転換

•強い現場の再構築

•キャッシュフロー経営の強化

•生産台数に左右されにくい企業
体質の構築

(2)安定した収益 (3) 新技術・工法
•軽量化による高付加価値の製品
開発

•電動化自動車への製品等の提案

•顧客・製品・地域の３つの軸の観点か
ら積極的に拡販

•金型、設備等の生産機器外販の拡大

経営方針

中長期的かつ持続的な成長
企業体質の変革に向けたDX(デジタル
トランスフォーメーション)の推進

•Ｅ：地球にやさしいものづくり

•Ｓ：健康で働きがいのある職場づくり

•Ｇ：透明性の高いガバナンスの実践

ROE 8.0%                
(2020年度 実績 ▲11.0%)

19© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

2021年度上期トピックス

20

方針 2021年度上期トピックス 説明

全体 ●統合報告書の発行（9月）

E

S

G

経

営

E 環境
●「環境ビジョン２０４０」の策定と公表（8月）

●TCFDの賛同を表明（9月）

S 社会 ●働き“方”から働き“がい”改革へ向けた施策の実施 ✓

G ガバナンス
●「東証プライム市場上場維持基準への適合」を受け

プライム市場選択を公表（8月）
✓

DX推進 ●「ヨロズ版DX推進への取り組み」を公表（8月） ✓

安定した収益

●減産にあわせ「寄せて、止める」を徹底した生産体制
●コロナ禍においての生産体制の維持

✓

●プロジェクト収益管理の早期化

新技術・工法
●社会や顧客に貢献するLCAでのCO2削減技術の確立

・製品軽量化によるCO2削減
・材料置換による製造CO2削減

✓

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.
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働き“方”改革 から 働き“がい”改革へ

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

21

・目標と評価の仕組みの明確化
（KPI制度の導入）
・提案制度（ほめる文化）の充実
・在宅勤務、テレワークの定着
・コアタイム無しのフレックス制度の導入
・在宅勤務手当の支給
・交通費の実費化

・オフィスレイアウト改善
・遠隔地勤務制度
・本社部門（横浜、小山地区）

個人IP電話番号付与

制度の充実 職場環境

地域との共生
・地域福祉施設からのお弁当購入
・本社ビル空きフロアの活用方法の検討

・モチベーションの向上
・「この会社でずっと働きたい」
・「この会社にいられて良かった」
・１人１人が感じられる職場を目指す

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

S：社会 健康で働きがいのある職場づくり

当社取得率実績

男性育児休業取得率の維持向上

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

厚労省発表による男性育児休業取得率2020年度12.6％
政府目標：2025年度30%

【取得促進の取り組み】
・一般事業主行動計画策定
・社内報への掲載
・管理職向け研修の実施
・イントラネット掲載

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

政府目標
30.0%

S：社会 健康で働きがいのある職場づくり（補足）

15.4%

20年度 21年度
上期

19年度

33.3%

66.6%

22

全国平均
12.6％
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項目 上場維持基準 ヨロズ

流動性

流通株式数 20,000単位以上

一次判定

全て
適合

流通株式時価総額 100億円以上

売買代金
1日平均売買代金
2,000万円以上

ガバナンス 流通株式比率 35％以上

・東証プライム市場への上場維持基準に適合： 選択を申請

・ＣGコード改訂への対応： 取締役会機能の独立性を維持

独立社外取締役 取締役会の9名中4名が社外取締役

指名委員会
議長 大下 政司（社外取締役）
指名委員会7名中4名が社外取締役

報酬委員会
議長 小川 千恵子（社外取締役）
報酬委員会7名中4名が社外取締役

G：ガバナンス 東証プライム市場、CGコード改訂への対応

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved. 23

24

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

競争に勝ち続ける新たな付加価値・サービスの創造へ

DX推進レベル 目的と方策

A2D（Analog to Digital）
デジタイゼーション（Digitization）

アナログデータの撲滅
情報のデジタル化

V-DX（Vertical）
デジタライゼーション（Digitalization）

個別業務の効率化
業務プロセスのデジタル化

H-DX（Horizontal）
デジタルトランスフォーメーション（DX）

組織横断で大幅業務リードタイム短縮
全体の業務･製造プロセスのデジタル化

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

ESG経営 DXの推進レベル
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25

【バックオフィス改革】 間接業務改革

【生産工場改革】 スマートファクトリー

【生産準備改革】 ものづくりLT短縮

DX提案活動(‘11/16時点 4,680件)

グローバル全拠点での取り組み

新
た
な
付
加
価
値
・
サ―

ビ
ス
の
創
造

DX業務改革委員会

生 産 準 備 状 況 の 「 今 」 が 見 え る

生 産 状 況 の 「 今 」 が 見 え る

経 営 状 況 の 「 今 」 が 見 え る

Ｈ
│

Ｄ

Ｘ

トップダウン

ボトムアップ

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

当社では組織横断的に大幅な
業務ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮を目指す
DX活動をH-DXと称しております

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

DX推進 活動状況

実
績

安定した収益

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

26© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

半導体部品不足により特に２Q後半
以降、全拠点で自動車の減産顕著
特徴：
・直前での急な減少
・当月内、指示確定時に大きく変動
・頻繁な生産要員調整が発生

生産変動に応じ徹底した「寄せて、止める」体制でコスト抑制

Week
●稼働日 Mon Tue Wed Thu Fri

顧客 ● ● ● ● ●

ヨロズ ● ● ● × ×

２ケ月
前

１ケ月
前

当月

顧
客
内
示
数
変
動
イ
メ―

ジ

微減

数十％減

数十％減

生産を「寄せて、止める」

体
制
イ
メ―

ジ

生産台数に左右されにくい企業体質の構築
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ワクチン接種率：接種1回以上/希望者（11/8時点）

地域事情に即した感染対策の徹底と、ワクチン接種の推奨による従業員の安全確保
リモートによる立上げサポート等、本社と拠点が従来以上にコミュニケーションを充実させた

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

フランス

中国

メキシコ

ブラジル

インド

インドネシア

タイ

日本

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

安定した収益 コロナ禍における生産体制の維持

27

個人情報の観点より未集計

1

CO2排出削減へ貢献する製品開発を推進

高炉メーカー
材料

自社
生産

顧客
車両走行

リサイクル

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

取引先
排出量削減

当社
排出量削減

顧客
削減貢献

自社
生産

当社
排出量削減

新技術・新工法開発 LCA（ライフサイクルアセスメント）導入

28
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2013 2030 2040

燃料使用によるCO2排出

電気使用によるCO2排出

再エネ(太陽光発電など)

改善なしのCO2排出量 生

産

工

程

の

C

O

2

排

出

ゼ

ロ

CO2排出量低減ライン
CO2ゼロ電力の購入

（ CO2▲50％）

燃料の転換

（ CO2▲100％）

省エネ改善

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

29

 2040年 カーボンニュートラルへのチャレンジ
 マイルストーン 2030年 CO2排出量▲50%（2013年度比）

●

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

自社生産におけるカーボンニュートラルの取り組み

◆自社製造工程のCO2排出量削減に加え、

顧客のCO2削減活動に貢献する製品開発を積極的に推進
◆顧客に選ばれる、環境・性能・価格を満足した製品の開発

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

高炉メーカー
材料

自社
生産

顧客
車両走行

リサイクル

取引先
排出量削減

当社
排出量削減

顧客
削減貢献

新技術・新工法開発 競争力向上への取り組み

30
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軽量化
材料
置換

鉄製品での貢献 次項①

1 新プレス構造アーム ●

2 超ハイテンアーム(980MPa材) ●

3 材料置換アーム(アルミ→鉄) ●

軽量化材料・ハイブリッド製品での貢献 次項②

4 樹脂と鉄のハイブリッド製品 ● ●

5 アルミと鉄のハイブリッド製品 ●

6 オールアルミの製品 ●

関連するSDGs

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

新技術・新工法開発 CO2削減製品 推進アイテム

31

・鉄製品で製造工程を削減する構造設計と工法開発
・超ハイテンの薄板材を利用できるプレス成形・溶接技術

※ライフ6年、20万台/年 車種にご採用頂いた場合で試算

鉄製品での技術貢献

アイテム 新プレス構造アーム
超ハイテンアーム
(980MPa材)

開発
ポイント

プレス単品のみでリンク機能を
満足する構造・工法開発

超高強度材で板厚削減する
プレス成形、溶接技術開発

重量
▲15%

(0.57 kg → 0.48kg)
▲19%

(9.02 kg → 7.32 kg)

CO2
排出量

▲25 千トン ▲502 千トン

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

新技術・新工法 開発アイテム①

32
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※ライフ6年、20万台/年 車種にご採用頂いた場合で試算

鉄製品での技術貢献

アイテム
材料置換アーム
(アルミ→鉄)

アルミと鉄アーム CO2排出量比較

開発
ポイント

材料製造時のCO2排出量が
少ない鉄への置換開発

重量 +33%
(アルミ 1.85kg → 鉄 2.46kg)

CO2
排出量

▲281 千トン

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

素材製造時のCO2排出量が多いアルミ材から、重量は増加するも
トータルでCO2削減に寄与する鉄製品への置き換え提案

新技術・新工法 開発アイテム①

33

軽量化材料・ハイブリッド製品での貢献技術

アイテム
樹脂と鉄の

ハイブリッド製品
アルミと鉄の

ハイブリッド製品
オールアルミ製の

製品

開発
ポイント

鉄と同等性能を
有する樹脂

ブラケット開発

アルミと鉄の接合
技術開発

アルミプレス溶接
既存技術の進化

(価格競争力向上)

重量 ▲36%
(鉄 0.75kg → HV 0.48kg)

▲34%
(鉄 23.3kg → HV 15.4kg)

▲28%
(鉄15.3kg → アルミ11.0kg)

CO2
排出量

▲33 千トン ▲948 千トン ▲516 千トン

※ライフ6年、20万台/年 車種にご採用頂いた場合で試算

CO2削減に寄与する「安全」「高品質」「生産性の高い」製品の品揃え
に向けた軽量材活用技術の推進

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.
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新技術・新工法 開発アイテム②

34
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中期経営計画 Yorozu Sustainability Plan 2023

YSP2020

軽量・高剛性
サスペンションの構造設計
鋼板 780MPa級

軽量化▲15％達成

超軽量・超高剛性サスペンションの構造設計
① 鋼板 980MPa級
② オールアルミ プレス溶接構造
③ 新マルチマテリアル・ハイブリッド構造

(鋼板＋アルミ/鋼板＋樹脂)

軽量化 ▲15％以上

YSP2023

サスペンション部品の軽量化目標

軽量化▲30%

2018 20232019 2020 2021 2022

<2018～2020> <2021～2023>

YSP2020 YSP2023

35© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

新技術・新工法 軽量化（高付加価値）製品開発

Ⅱ. 2021年度上期業績

Ⅲ. 2021年度業績予想

Ⅳ. 中期経営計画(YSP2023)の進捗

目次

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved. 36

Ⅴ. 株主還元

Ⅰ. 2021年度第2四半期決算サマリー
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Ⅴ. 株主還元について

10 10 11

34

18
25 23

12
6

10 11

40
19

40
16 23

13

13
7

5

18

7.6%

10.2%

20.1%

35.5% 35.4%
51.6%

48.0%

0%

15%

30%

45%

60%

0

25

50

75

100

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

中間配当 期末配当 記念配当 配当性向

（円/株）

58円
53円

51円

26円

20円

13円

目標配当性向を35％以上とし、持続的な配当を目指し、
21年度年間配当予想は、前期と同額の一株当たり13円

59円

予想

271.5%

46円

25円

減損損失で減益も
公表通り配当

当期損失により
配当性向「－」

13円

37© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved.

2021年度予想

－以上－

38
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ご清聴ありがとうございました

http://www.yorozu-corp.co.jp

２０２１年度 上期決算説明会

ヨロズ ホームページURL

© YOROZU CORPORATION. 2021 All Rights Reserved. 39

免責事項と著作権

この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関する情報は、

本資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得

る範囲内で為した判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測し得ないような

特別事情の発生または通常予測し得ないような結果の発生などにより、本資料記載の業

績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その

積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠して

ご判断されることはくれぐれもお控え下さいますようお願い致します。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送等を行わないように

お願い致します。

●お問合せ
責任者： ㈱ヨロズ 取締役副社長執行役員 佐草 彰
担 当： ㈱ヨロズ 財務部 経理グループ 主担 高橋 剛健

ＴＥＬ 045-543-6802
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